




はじめに

　近年、日本国内では地震や台風による大規模災害が発生し、住民同士による助

け合いや支え合いなどの共助の重要性が増しています。

　一方、町内会・自治会においては、過疎化や少子高齢化の影響により、組織加

入率の低下や役員の担い手不足などの課題を抱え、さらに近隣関係の希薄化や孤

立死などにより、これまで以上に高齢者福祉支援、子育て支援や災害対応などの

新たな役割が求められています。

　国においては、こうした社会構造や人々の暮らしの変化を踏まえ、住民一人ひ

とりが、地域をともに創っていく「地域共生社会」の構築を目指しています。

　そのために、あらゆる地域課題に対し、行政や関係機関とともに積極的な対応

をしてきた町内会・自治会は、これからの地域コミュニティのあり方を見据えた

新たな役割が期待され、子どもからお年寄りまで、誰もが安心して暮らし続ける

ための地域づくりが求められています。

　そこで、本会では、誰もが住み慣れた地域で安心・安全に暮らし続けるための、

ヒントになるよう取組事例集を作成しました。本書が、北海道の町内会・自治会

活動の充実・強化につながることを願っております。

　本書を作成するにあたり、御協力いただきました関係者の方々に厚くお礼申し

上げます。
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も く じ

あなたの地域で
　　　「見守り」「声かけ」「助け合い」活動

ひとりの不幸もみのがさない
　　　　住みよいまちづくり全道運動とは

助成の内容

６つの活動メニュー

　 ① 啓発活動（知る・知らせる）

　 ② 交流活動（ふれあい・語らい）

　 ③ 在宅福祉サービス活動（ささえあい）

　 ④ ネットワークづくり（みんながつながる）

　 ⑤ マンパワー養成（担い手をつくる）

　 ⑥ 調査活動（実態を知る）

ひとりの不幸もみのがさない
住みよいまちづくり全道運動30年間のあゆみを振り返る

活動事例

事例 １　江別市文京台自治会連絡協議会

事例 2　津別町西町自治会ほか３自治会

事例 3　佐呂間町知来自治会

事例 4　倶知安町東栄会

事例 5　妹背牛町１区２０町内会

事例 6　天塩町東産士町内会

事例 7　当別町六軒町町内会

事例 8　美幌町元町自治会

事例 9　帯広市大和２町内会

事例10　江別市野幌若葉自治会

事例11　斜里町中斜里自治会

事例12　岩見沢市若松地区町会連絡協議会

コロナ禍における活動事例
●  新得町連合町内会
●  名寄市町内会連合会
●  蘭越町市街地区連合町内会
●  苫小牧市町内会連合会
●  苫小牧市拓勇東町内会
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ひとりの　  不幸もみのがさない住みよいまちづくり全道運動のフローチャート

北海道社会福祉協議会

市町村
社会福祉協議会

市町村行政
民生委員児童委員協議会
老人クラブ連合会
その他の関係団体

市町村
共同募金会

北海道町内会連合会

市町村町内会連合会

北海道共同募金会
連携 連携

①運動の啓発、紹介
②小地域ネットワーク事業との連携

❶助成金の申請
❷報告書の提出

❶運動を  　　   進めるための連携
　 （協力　   　   依頼、相談等）

❶運動　　               の啓発
❷運動　　               を進めるための
　助言　　               ・協力

❶運動を進めるための
　助言・協力

❶運動を進めるための連携
　（協力依頼、相談等）

❶運動の啓発（パンフレット等を配布）
❷運動を進めるための援助・協力
❸町内会の指定（5ヵ所まで）
❹助成金の送金

❶助成を希望（計画書の記入）
❷運動を進めるための協力依頼
❸事業終了の報告（報告書の記入）

❶運動の啓発、紹介
　（パンフレット・手引書・報告書等の作成、配布）
❷助成金の送金

①赤い羽根共同募金運動への協力
②歳末たすけあい運動への協力

運動を進めるための
援助・協力

①運動の啓発、紹介
②小地域ネットワーク事業との連携
③運動を進めるための援助・協力

単位町内会
地区連合会

単位町内会
地区連合会

単位町内会
地区連合会

単位町内会
地区連合会

単位町内会
地区連合会

単位町内会
地区連合会

心と心の通いあう福祉のまちづくり心と心の通いあう福祉のまちづくり

福祉のネットワークづくり

ひとりの不幸もみのがさない住   みよいまちづくり全道運動とは

●見守り、声かけ、助け合い活動を行う町内会に助成
　あなたの地域のひとり暮らしの高齢者や高齢者を介護する家族、障がい者、子どもなどを
対象にした見守り、声かけ、助け合い活動を行う町内会に、北海道町内会連合会が活動費を
助成して応援します。

●平成27年度より新たな事業でスタート
　この運動は、平成２年度にスタートして令和２年度で30年が経
過し、地域の実情にあわせて気軽に取り組んでいただく運動に成
長しました。平成27年度からは、北海道の町内会として先進的な
活動に取り組んでいただくため、助成金増額のほか、指定のため
の条件を追加しました。

 助成金の増額
〔２年指定〕３万円×２年 ⇒　５万円×２年
　※単年指定の助成金は、これまでどおり３万円。

 新 た な 条 件
〔単年指定〕 ・年間を通して行う活動であること

　　　　　 　・参加できない方への工夫や配慮があること

　　　　　 　・年１回限りの事業は除く

〔２年指定〕 ・他の町内会の見本となる活動であること

　　　　　 　・日ごろ町内会活動に参加しない方へ参加を
　　　　　　　 促す工夫や配慮があること

　　　　　　　　　　　　　　　　  ※詳しくは６ページをご覧ください。

●申請は１市区町村５町内会まで
　あなたのまちの町内会連合会が、北海道町内会連合会の会員で
あれば、１市区町村５ヵ所までの単位町内会・地区連合会が、申
請できます。
　なお、新たな活動をスタートしたり、活動を継続する単位町内会・
地区連合会は、前の助成から３年経過すると新たに申請できます。

●道町連、市町村町内会連合会、市町村社会福祉協議会が活動を応援
　北海道町内会連合会（道町連）は、活動を実践する町内会に活動費を助成するほか、パンフ
レットや報告書を作成して運動を広く紹介し、活動を応援します。
　市町村町内会連合会は、単位町内会や地区連合会に運動をＰＲし、取り組む町内会を指定
して、北海道町内会連合会に申請します。また、行政、民生委員児童委員協議会、老人クラ
ブ連合会などとの連携をすすめ、実践する町内会の取り組みを援助します。
　市町村社会福祉協議会は、町内会において見守り、声かけ、助け合い活動をすすめるため
の助言・協力をします。

この運動は、地域のひとり暮らしの高齢者などにとって一番身近な町内会・自治会で、

「見守り」「声かけ」「助け合い」活動を実践し、誰もが安心して暮らせるまちづくりを地域

ぐるみですすめていただくことを目標としています。
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ひとりの不幸もみのがさない住みよいまちづくり    全道運動
30年間のあゆみを振り返る

　平成２年度に60事業でスタートした本全道運動は、令和２年度で30年が経過
し、30年間で延べ3,130町内会等が実践地区となり、5,512事業が実施されまし
た。主に町内会の行事を通じた交流活動として数多く取り組まれ、地域の実情に
あわせて気軽に取り組んでいただく事業に成長しました。
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江別市文京台自治会連絡協議会

事 例

１

　江別市文京台自治会連絡協議会（1,677
世帯）では、犯罪の増える６月～８月ま
での２ヶ月間、月曜日を除く毎晩８時か
ら10時まで夏期防犯パトロールを実施し
ています。
　文京台地区には酪農学園、北翔、札幌
学院の３つの大学があり、特にひとり暮
らしの若い女性が多い地域です。かつ
て、強制わいせつ事件や痴漢行為が多発
した時期を経験した辛い出来事をきっかけにパトロールをスタートしました。
　このパトロールは、文京台地区の３自治会、警察署、防犯協会等のほかに普段自
治会活動に参加する機会が少ない大学生も自主的に参加して実施されています。地
域住民の連携と協力のもと、継続して毎年実施されるこのパトロールは、犯罪のな
い明るいまちづくりの一翼を力強く担っています。

▲夜行反射のベストを着た自治会のみなさん

▲北翔大学のみなさんと一緒に

啓発活動
「４自治会合同の健康教室・交流会」
　～笑いヨガ「あっはっは」と笑いながら健康に～

津別町西町自治会ほか３自治会

事 例

2

　津別町の西町・緑町第一・緑町第二・
緑町第三自治会（356世帯）では、健康づ
くりと地域のコミュニケーションづくり
のため、４自治会合同の研修会として、
「高齢者健康教室・交流会」を開催しま
した。
　当日は、65歳以上の高齢者56名の参
加を得て、日本笑いヨガ協会の指導者を
講師に迎え「笑って元気になりましょ
う」をテーマに講演をいただきました。笑いには、癒しの力があるだけでなく、有酸
素運動やコミュニケーションの促進にもつながり、その結果には免疫力を劇的に高
め、血液をサラサラにし、鎮痛効果などにつながることを学んだ後、大声で笑いなが
ら手拍子、深呼吸、仰向けになって手を動かす体操で、参加者全員で笑いヨガを体験
しました。

▲手をもみほぐして身体をリラックス

▲声を出しながら背筋を伸ばすストレッチ

ネットワークづくり
「地域の大学生とつくる安心な地域づくり」
　～夏期防犯パトロール～
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江別市文京台自治会連絡協議会

事 例

１

　江別市文京台自治会連絡協議会（1,677
世帯）では、犯罪の増える６月～８月ま
での２ヶ月間、月曜日を除く毎晩８時か
ら10時まで夏期防犯パトロールを実施し
ています。
　文京台地区には酪農学園、北翔、札幌
学院の３つの大学があり、特にひとり暮
らしの若い女性が多い地域です。かつ
て、強制わいせつ事件や痴漢行為が多発
した時期を経験した辛い出来事をきっかけにパトロールをスタートしました。
　このパトロールは、文京台地区の３自治会、警察署、防犯協会等のほかに普段自
治会活動に参加する機会が少ない大学生も自主的に参加して実施されています。地
域住民の連携と協力のもと、継続して毎年実施されるこのパトロールは、犯罪のな
い明るいまちづくりの一翼を力強く担っています。

▲夜行反射のベストを着た自治会のみなさん

▲北翔大学のみなさんと一緒に

啓発活動
「４自治会合同の健康教室・交流会」
　～笑いヨガ「あっはっは」と笑いながら健康に～

津別町西町自治会ほか３自治会

事 例

2

　津別町の西町・緑町第一・緑町第二・
緑町第三自治会（356世帯）では、健康づ
くりと地域のコミュニケーションづくり
のため、４自治会合同の研修会として、
「高齢者健康教室・交流会」を開催しま
した。
　当日は、65歳以上の高齢者56名の参
加を得て、日本笑いヨガ協会の指導者を
講師に迎え「笑って元気になりましょ
う」をテーマに講演をいただきました。笑いには、癒しの力があるだけでなく、有酸
素運動やコミュニケーションの促進にもつながり、その結果には免疫力を劇的に高
め、血液をサラサラにし、鎮痛効果などにつながることを学んだ後、大声で笑いなが
ら手拍子、深呼吸、仰向けになって手を動かす体操で、参加者全員で笑いヨガを体験
しました。

▲手をもみほぐして身体をリラックス

▲声を出しながら背筋を伸ばすストレッチ

ネットワークづくり
「地域の大学生とつくる安心な地域づくり」
　～夏期防犯パトロール～
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交流活動
「ふるさとお楽しみ会」
　～廃校になった小学校がふれあいの場に～

佐呂間町知来自治会

事 例

3

　佐呂間町知来自治会（62世帯）では、少子化による小学校の廃校を惜しむ住民の声に
応え、自治会が町から譲り受けた校舎を「ふるさと知来館」と名付け、住民の交流の
場として活用しています。

　７月には、地域の高齢者と小学校の同窓生
を招き、ふるさとお楽しみ会を行いました。
「ふるさと知来館」には、小学校開校以来の資
料や写真のほか、町の歴史を詳しく記した年
表等が展示されており、同窓生らとともに眺
めながら昔話に花を咲かせ、昼は婦人会の手
打ちそばに舌鼓。夕方になり、グラウンドに
盆踊りの太鼓が鳴り出すと、子ども達が一人
また一人と集まってきて、大きな踊りの輪が

できました。夕食はバーベキューで盛り上がり、希望者はふるさと知来館に宿泊。翌
日は、ゲートボールやパークゴルフ
等で気持ち良く汗を流しました。
　参加者からは「小学校の同窓生と
何年ぶりかに再会して、話が尽きな
かった」と、ふるさとのあたたかさ
の再確認と、人と人とのつながりを
実感したお楽しみ会となりました。

在宅福祉サービス活動
「お節介隊」～声かけ訪問とさりげない見守り～

倶知安町東栄会

事 例

4

　倶知安町東栄会（317世帯）では、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ
るよう、民生委員・児童委員と協力して「お節介隊」を結成し、ひとり暮らしの高齢
者や障がい者を対象に週２～３回の見守り活動を行っています。
　見守り活動では、町内を４つに分け、それぞれの班で決めた対象世帯を声かけ訪問
するほか、郵便受けやカーテンの開閉、部屋の電灯の様子や除雪の有無などを確認し
ながら、さりげなく見守り活動を行っています。もし、見守りで異変をみつけた場合
は、役員に連絡し、すぐに地域包括支援センターなどと連携して対応する体制をとっ
ています。また、見守りの記録をメモ用紙に残し、心配な方や気になる方の情報を隊
員同士で共有しています。
　ほぼ毎日、朝夕に巡回し、挨拶や声かけをしているという班では、夜になっても部
屋の電灯が消えていて、電話も出ない方がいましたが、翌朝に無事を確認してほっと
胸をなで下した例などもありました。
　見守り活動を続けていく中で、高齢夫婦二人暮らしの世帯のほか、二世帯住宅でも
若い世代が働きに出る日中の見守りが必要との意見も出て、今後はよりきめ細かな見
守りを行っていくとのことです。

▲昼は婦人会による手打ちそばを食べながら
　昔話に花が咲きます ▲「こんにちは！お節介隊です。

　　おかわりないですか？」

▲盆踊りの太鼓が鳴り出すと子ども達
　が集まってきました
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交流活動
「ふるさとお楽しみ会」
　～廃校になった小学校がふれあいの場に～

佐呂間町知来自治会

事 例

3

　佐呂間町知来自治会（62世帯）では、少子化による小学校の廃校を惜しむ住民の声に
応え、自治会が町から譲り受けた校舎を「ふるさと知来館」と名付け、住民の交流の
場として活用しています。

　７月には、地域の高齢者と小学校の同窓生
を招き、ふるさとお楽しみ会を行いました。
「ふるさと知来館」には、小学校開校以来の資
料や写真のほか、町の歴史を詳しく記した年
表等が展示されており、同窓生らとともに眺
めながら昔話に花を咲かせ、昼は婦人会の手
打ちそばに舌鼓。夕方になり、グラウンドに
盆踊りの太鼓が鳴り出すと、子ども達が一人
また一人と集まってきて、大きな踊りの輪が

できました。夕食はバーベキューで盛り上がり、希望者はふるさと知来館に宿泊。翌
日は、ゲートボールやパークゴルフ
等で気持ち良く汗を流しました。
　参加者からは「小学校の同窓生と
何年ぶりかに再会して、話が尽きな
かった」と、ふるさとのあたたかさ
の再確認と、人と人とのつながりを
実感したお楽しみ会となりました。

在宅福祉サービス活動
「お節介隊」～声かけ訪問とさりげない見守り～

倶知安町東栄会

事 例

4

　倶知安町東栄会（317世帯）では、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ
るよう、民生委員・児童委員と協力して「お節介隊」を結成し、ひとり暮らしの高齢
者や障がい者を対象に週２～３回の見守り活動を行っています。
　見守り活動では、町内を４つに分け、それぞれの班で決めた対象世帯を声かけ訪問
するほか、郵便受けやカーテンの開閉、部屋の電灯の様子や除雪の有無などを確認し
ながら、さりげなく見守り活動を行っています。もし、見守りで異変をみつけた場合
は、役員に連絡し、すぐに地域包括支援センターなどと連携して対応する体制をとっ
ています。また、見守りの記録をメモ用紙に残し、心配な方や気になる方の情報を隊
員同士で共有しています。
　ほぼ毎日、朝夕に巡回し、挨拶や声かけをしているという班では、夜になっても部
屋の電灯が消えていて、電話も出ない方がいましたが、翌朝に無事を確認してほっと
胸をなで下した例などもありました。
　見守り活動を続けていく中で、高齢夫婦二人暮らしの世帯のほか、二世帯住宅でも
若い世代が働きに出る日中の見守りが必要との意見も出て、今後はよりきめ細かな見
守りを行っていくとのことです。

▲昼は婦人会による手打ちそばを食べながら
　昔話に花が咲きます ▲「こんにちは！お節介隊です。

　　おかわりないですか？」

▲盆踊りの太鼓が鳴り出すと子ども達
　が集まってきました
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ネットワークづくり
「緊急連絡カードの整備」
　～個人情報はプラスチックフレームで守ります～

妹背牛町１区20町内会

事 例

5

　妹背牛町１区20町内会（66世帯）では、
高齢者から青少年まで老若男女17名をメ
ンバーとした「地域づくりプロジェクト委
員会」を立ち上げ、地域づくりのための事
業を展開しています。同委員会では、ひ
とり暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯を
対象に、万が一の緊急時にスムーズに対
応できるように緊急連絡カードを作成し
ました。
　カードの表面は、暮らしのお助けカードとして、緊急通報の仕方や振り込め詐欺な
どの対処方法が記載され、裏面は、緊急連絡情報カードとして、親戚などの緊急連絡
先、病歴や使用薬、かかりつけ病院、健康保険番号などの個人情報が記載されていま

す。プラスチックボトルにカードを入れ、冷蔵庫に保管
する事例が多い中、緊急通報がすぐできるように、Ａ３
サイズのプラスチックフレームに表面が見えるように入
れて、電話機のそばに置いてもらいました。裏面は、個
人情報保護のため密封されていますが、緊急時に両側の
留め金を引くと、個人情報を取り出せるように工夫して
います。
　カードを作成するにあたり、委員が各世帯を回って緊
急時の対応を詳しく説明したため、普段は顔をあわせる
ことのない高齢者世帯の方々との交流は見守り・声かけ
の活動にもつながりました。

▲A3のフレームに入れた暮らしのお助けカード
（表面）は電話機のそばにおいて活用します

▲緊急連絡情報カード（裏面）
　は万が一の緊急時に備えて　

交流活動
「お年寄りと子どものつどい」
　～昔なつかしの竹馬づくりに挑戦～

天塩町東産士町内会

事 例

6

　天塩町東産士町内会（10世帯）では、市街地
から15キロ程離れた地域のため、外出する
機会が少なくなった高齢者の方々との交流
の場づくりに力を入れています。
　交流会では、「お年寄りと子どものつど
い」として、これまで参加されなかった方々
一人ひとりに声をかけて、お年寄りから子
どもまで30名、ほぼ全世帯からの参加を得
て実施することができました。
　子ども達は昔ながらの竹馬の作り方をお年寄りから教わり、出来上がった竹馬に実際
に乗ってみました。はじめはどうしても乗る事ができず四苦八苦していましたが、竹馬
で歩くときは前に体重をかける、また、乗るときは竹馬のはばを肩幅にあわせるなどの
コツとポイントをお年寄りから教わり、少しずつうまく歩けるようになりました。
　この日は、秋晴れの好天にも恵まれ、竹馬遊びの後は焼肉を囲みながら、和気あい
あいの雰囲気の中、世代間交流で親睦を深めることができました。

▲「どうして竹馬っていうの？」
　 質問も自然にでてきます

▲歩くのはとても難しい！
　コツとポイントを教わります

22



ネットワークづくり
「緊急連絡カードの整備」
　～個人情報はプラスチックフレームで守ります～

妹背牛町１区20町内会

事 例

5

　妹背牛町１区20町内会（66世帯）では、
高齢者から青少年まで老若男女17名をメ
ンバーとした「地域づくりプロジェクト委
員会」を立ち上げ、地域づくりのための事
業を展開しています。同委員会では、ひ
とり暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯を
対象に、万が一の緊急時にスムーズに対
応できるように緊急連絡カードを作成し
ました。
　カードの表面は、暮らしのお助けカードとして、緊急通報の仕方や振り込め詐欺な
どの対処方法が記載され、裏面は、緊急連絡情報カードとして、親戚などの緊急連絡
先、病歴や使用薬、かかりつけ病院、健康保険番号などの個人情報が記載されていま

す。プラスチックボトルにカードを入れ、冷蔵庫に保管
する事例が多い中、緊急通報がすぐできるように、Ａ３
サイズのプラスチックフレームに表面が見えるように入
れて、電話機のそばに置いてもらいました。裏面は、個
人情報保護のため密封されていますが、緊急時に両側の
留め金を引くと、個人情報を取り出せるように工夫して
います。
　カードを作成するにあたり、委員が各世帯を回って緊
急時の対応を詳しく説明したため、普段は顔をあわせる
ことのない高齢者世帯の方々との交流は見守り・声かけ
の活動にもつながりました。

▲A3のフレームに入れた暮らしのお助けカード
（表面）は電話機のそばにおいて活用します

▲緊急連絡情報カード（裏面）
　は万が一の緊急時に備えて　

交流活動
「お年寄りと子どものつどい」
　～昔なつかしの竹馬づくりに挑戦～

天塩町東産士町内会

事 例

6

　天塩町東産士町内会（10世帯）では、市街地
から15キロ程離れた地域のため、外出する
機会が少なくなった高齢者の方々との交流
の場づくりに力を入れています。
　交流会では、「お年寄りと子どものつど
い」として、これまで参加されなかった方々
一人ひとりに声をかけて、お年寄りから子
どもまで30名、ほぼ全世帯からの参加を得
て実施することができました。
　子ども達は昔ながらの竹馬の作り方をお年寄りから教わり、出来上がった竹馬に実際
に乗ってみました。はじめはどうしても乗る事ができず四苦八苦していましたが、竹馬
で歩くときは前に体重をかける、また、乗るときは竹馬のはばを肩幅にあわせるなどの
コツとポイントをお年寄りから教わり、少しずつうまく歩けるようになりました。
　この日は、秋晴れの好天にも恵まれ、竹馬遊びの後は焼肉を囲みながら、和気あい
あいの雰囲気の中、世代間交流で親睦を深めることができました。

▲「どうして竹馬っていうの？」
　 質問も自然にでてきます

▲歩くのはとても難しい！
　コツとポイントを教わります
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交流活動
「ふれあい交流会」～手作りの料理と劇で楽しく交流～

当別町六軒町町内会

事 例

7

　当別町六軒町町内会（279世帯）では、ひとり暮らしの
高齢者等が地域で安心して暮らしていけるように「ふ
れあいの会」を結成して、お互いの顔が見える関係づ
くりと助け合いの体制づくりに取り組んでいます。
　10月に開催された「ふれあい交流会」では、長寿を
お祝いする会として手作りのお赤飯が振る舞われ、参
加された方々は昔話に花を咲かせながら交流を楽しみ
ました。その後、ふれあいの会のメンバーが練習を重
ねたアンパンマンの劇が披露されると、会場から大きな歓声と笑いが起こり、皆さん

童心にかえって楽しんでいました。参加された方からは
「こんなに笑ったのは久しぶり。」「お赤飯がうれしかっ
たです。」などの感想をいただきました。
　また、交流会では、町が全世帯に配付した「医療情報
キット」の説明があり、もしものときに駆け付けた近隣
住民や救急隊員に自分の状況を知ってもらうため、持病
や緊急連絡先などを記入したカードを容器に入れて冷蔵

庫に備えてもらうよう呼びかけました。
　なお、交流会に参加できなかった方々には、後
日、ふれあいの会のメンバーが、お赤飯にメッ
セージカードを添えて、健康状態を確認しながら
一軒一軒訪問しました。ふれあいの会では、これ
からも高齢者が孤立しないようにお互いの顔が見
える活動を展開していく予定です。

ネットワークづくり
「認知症高齢者グループホーム合同の捜索模擬訓練」
　～認知症などで徘徊する高齢者をチームで捜索します～

美幌町元町自治会

事 例

8

　美幌町元町自治会（488世帯）では、認知症などの徘徊
によって行方不明になった高齢者を地域ぐるみで捜索す
るために、自治会たすけあいチームに捜索チームを結成
しました。捜索チームは一班３～４名編成で10班36名
で構成されています。捜索エリアは、元町自治会を10
地区に班割りして、一班が徒歩30分で捜索できるよう
に設定し、大事な初動捜索に力を入れています。
　美幌町では、「美幌町認知症高齢者等ＳＯＳネット
ワーク～つなぐねっとびほろ（※）」が関係団体で組織されており、この元町自治会の捜
索チームはＳＯＳに対応する実行部隊第１号となりました。
　11月には、チームが効率的に捜索活動にあたるための訓練として、自治会内にある
認知症高齢者のグループホームと合同で捜索模擬訓練を実施しました。
　当日は、グループホームの入居者２名が行方不明になったとの想定で、まず、グ
ループホーム施設長が自治会長へ捜索依頼の連絡を入れます。捜索依頼を受けた自治
会長は、副会長と分担して連絡網により10班の捜索チームリーダーへ捜索開始と不明
者の特徴等を電話で伝えます。捜索チームメンバーは緑のベストを着て一斉に捜索を
開始。予定通り30分以内に不明者は発見されました。発見の連絡は自治会長へ、そし
て会長から全班に周知して訓練は終了しました。
　この訓練の後、「美幌町認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク」から行方不明の捜索依
頼が２件あり、捜索チームが実際に対応しました。
　元町自治会では、認知症の高齢者が地域で安心して暮らし続けられるよう、チーム

メンバーをさらに募りながら、今後も継続して活
動を展開していく予定です。
※美幌町認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク「つなぐねっとび
ほろ」とは、認知症高齢者等が行方不明になり、美幌警察署
に捜索願いを提出された家族や介護者等の申し出により、
地域の関係機関及び協力者にメール等を通じて、行方不明
者の特徴などの情報を配信し、地域ぐるみで早期発見する
システムです。行方不明者が発生した場合は、行方不明者
の情報が役場から関係機関にメールやFAXで送られます。▲緑のベストを着た捜索チームのメンバー

▲１班３～４名で担当エリアを捜索

▲衣装も手作りのアンパンマン劇

▲参加できなかった方には
　お赤飯を届けました

　

▲冷蔵庫のポケットに医療情報
　キットでもしもの時に備えて
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交流活動
「ふれあい交流会」～手作りの料理と劇で楽しく交流～

当別町六軒町町内会

事 例

7

　当別町六軒町町内会（279世帯）では、ひとり暮らしの
高齢者等が地域で安心して暮らしていけるように「ふ
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童心にかえって楽しんでいました。参加された方からは
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住民や救急隊員に自分の状況を知ってもらうため、持病
や緊急連絡先などを記入したカードを容器に入れて冷蔵

庫に備えてもらうよう呼びかけました。
　なお、交流会に参加できなかった方々には、後
日、ふれあいの会のメンバーが、お赤飯にメッ
セージカードを添えて、健康状態を確認しながら
一軒一軒訪問しました。ふれあいの会では、これ
からも高齢者が孤立しないようにお互いの顔が見
える活動を展開していく予定です。

ネットワークづくり
「認知症高齢者グループホーム合同の捜索模擬訓練」
　～認知症などで徘徊する高齢者をチームで捜索します～

美幌町元町自治会

事 例

8

　美幌町元町自治会（488世帯）では、認知症などの徘徊
によって行方不明になった高齢者を地域ぐるみで捜索す
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　美幌町では、「美幌町認知症高齢者等ＳＯＳネット
ワーク～つなぐねっとびほろ（※）」が関係団体で組織されており、この元町自治会の捜
索チームはＳＯＳに対応する実行部隊第１号となりました。
　11月には、チームが効率的に捜索活動にあたるための訓練として、自治会内にある
認知症高齢者のグループホームと合同で捜索模擬訓練を実施しました。
　当日は、グループホームの入居者２名が行方不明になったとの想定で、まず、グ
ループホーム施設長が自治会長へ捜索依頼の連絡を入れます。捜索依頼を受けた自治
会長は、副会長と分担して連絡網により10班の捜索チームリーダーへ捜索開始と不明
者の特徴等を電話で伝えます。捜索チームメンバーは緑のベストを着て一斉に捜索を
開始。予定通り30分以内に不明者は発見されました。発見の連絡は自治会長へ、そし
て会長から全班に周知して訓練は終了しました。
　この訓練の後、「美幌町認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク」から行方不明の捜索依
頼が２件あり、捜索チームが実際に対応しました。
　元町自治会では、認知症の高齢者が地域で安心して暮らし続けられるよう、チーム

メンバーをさらに募りながら、今後も継続して活
動を展開していく予定です。
※美幌町認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク「つなぐねっとび
ほろ」とは、認知症高齢者等が行方不明になり、美幌警察署
に捜索願いを提出された家族や介護者等の申し出により、
地域の関係機関及び協力者にメール等を通じて、行方不明
者の特徴などの情報を配信し、地域ぐるみで早期発見する
システムです。行方不明者が発生した場合は、行方不明者
の情報が役場から関係機関にメールやFAXで送られます。▲緑のベストを着た捜索チームのメンバー

▲１班３～４名で担当エリアを捜索

▲衣装も手作りのアンパンマン劇

▲参加できなかった方には
　お赤飯を届けました

　

▲冷蔵庫のポケットに医療情報
　キットでもしもの時に備えて
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調査活動
「ふれあいカード作成」～高齢者が安心して暮らせるために～

帯広市大和２町内会

事 例

9

　帯広市大和２町内会（130世帯）では、地域の高齢者を対象に日常の生活支援活動や災
害時の対応のための「ふれあいカード」を作成しました。
　カード作成にあたっては、民生委員・児童委員を兼務する町内会長と婦人部員が分
担して、 高齢者45名の世帯を一軒一軒訪問して聞き取り調査をしました。
　「ふれあいカード」には「このカードは、町内会福祉活動や災害時の緊急活動に活用
するもので、プライバシーを守り、個人情報を他に漏らすことはありません」と明記
し、保管責任者を会長とすることで、高齢者の皆さんからの理解を得ることができま
した。
　「ふれあいカード」の項目は、①同居家族、②身体の状況、③緊急時の親族連絡
先、④支援・援助・要望、⑤日常生活、健康
等のことでの困り事・心配事などの自由記述
欄があります。
　④支援・援助・要望欄には、除雪サービス
と声かけ訪問の希望回数も記入できます。
　さらに、「ふれあいカード」の要望によ
り、声かけ訪問や除排雪サービスを行う際
は、毎回同じ担当者が当たるよう担当者制を
とりました。高齢者からは「顔馴染みの人が
来てくれるので気兼ねなく話ができて、とて
も心強いです」との声が聞かれました。
　「ふれあいカード」は、今後も定期的に更
新され、高齢者世帯等への様々な生活支援活
動に役立てられていく予定です。

ネットワークづくり
「若葉子ども見守り隊」
　～住民の手で安心・安全なまちづくり～

江別市野幌若葉自治会

事 例

10

　江別市野幌若葉自治会（1,100世帯）では、不審者情報や交通事故が後を絶たないこと
から、子どもたちを事故から守ろうと、「若葉子ども見守り隊」を結成しました。見
守り隊には自治会員約40名が登録。登録後は、子どもの事故防止策や不審者確認時の
対応等の研修を重ねながら、児童の登下校時の通学路
や、夏・冬休み中に子どもが集まる場所を専用の帽
子・腕章を着用して子ども達へ声をかけながら見守っ
ています。
　さらに、「若葉子ども見守り隊」結成の翌年から
は、見守りの対象を高齢者等の要援護者にまで広げ、
民生委員・児童委員の協力のもと、自治会が要援護者
を把握。見守り隊が中心となって、災害時の要援護者
安否確認と避難経路の確認、情報伝達の訓練をしたほ
か、冬期には要援護者宅の玄関前の除雪や暖房排気口の確認等を行いました。
　見守り隊の結成により、不審者の目撃が減少し、自治会内の要援護者支援体制が確
立されたことから、住民のみなさんからは「安心して暮らせる」と喜ばれ、犯罪や事
故のない明るい街づくりに尽力したことに対し、江別警察署から感謝状を贈呈されま
した。

▲住みなれた地域で安心して暮らし
　続けるために 「ふれあいカード」
　でしっかりサポート

▲合図は大きく、「さー大丈夫だ、
　行ってらっしゃい！」

▲江別警察署からの感謝状
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調査活動
「ふれあいカード作成」～高齢者が安心して暮らせるために～

帯広市大和２町内会

事 例

9

　帯広市大和２町内会（130世帯）では、地域の高齢者を対象に日常の生活支援活動や災
害時の対応のための「ふれあいカード」を作成しました。
　カード作成にあたっては、民生委員・児童委員を兼務する町内会長と婦人部員が分
担して、 高齢者45名の世帯を一軒一軒訪問して聞き取り調査をしました。
　「ふれあいカード」には「このカードは、町内会福祉活動や災害時の緊急活動に活用
するもので、プライバシーを守り、個人情報を他に漏らすことはありません」と明記
し、保管責任者を会長とすることで、高齢者の皆さんからの理解を得ることができま
した。
　「ふれあいカード」の項目は、①同居家族、②身体の状況、③緊急時の親族連絡
先、④支援・援助・要望、⑤日常生活、健康
等のことでの困り事・心配事などの自由記述
欄があります。
　④支援・援助・要望欄には、除雪サービス
と声かけ訪問の希望回数も記入できます。
　さらに、「ふれあいカード」の要望によ
り、声かけ訪問や除排雪サービスを行う際
は、毎回同じ担当者が当たるよう担当者制を
とりました。高齢者からは「顔馴染みの人が
来てくれるので気兼ねなく話ができて、とて
も心強いです」との声が聞かれました。
　「ふれあいカード」は、今後も定期的に更
新され、高齢者世帯等への様々な生活支援活
動に役立てられていく予定です。

ネットワークづくり
「若葉子ども見守り隊」
　～住民の手で安心・安全なまちづくり～

江別市野幌若葉自治会

事 例

10

　江別市野幌若葉自治会（1,100世帯）では、不審者情報や交通事故が後を絶たないこと
から、子どもたちを事故から守ろうと、「若葉子ども見守り隊」を結成しました。見
守り隊には自治会員約40名が登録。登録後は、子どもの事故防止策や不審者確認時の
対応等の研修を重ねながら、児童の登下校時の通学路
や、夏・冬休み中に子どもが集まる場所を専用の帽
子・腕章を着用して子ども達へ声をかけながら見守っ
ています。
　さらに、「若葉子ども見守り隊」結成の翌年から
は、見守りの対象を高齢者等の要援護者にまで広げ、
民生委員・児童委員の協力のもと、自治会が要援護者
を把握。見守り隊が中心となって、災害時の要援護者
安否確認と避難経路の確認、情報伝達の訓練をしたほ
か、冬期には要援護者宅の玄関前の除雪や暖房排気口の確認等を行いました。
　見守り隊の結成により、不審者の目撃が減少し、自治会内の要援護者支援体制が確
立されたことから、住民のみなさんからは「安心して暮らせる」と喜ばれ、犯罪や事
故のない明るい街づくりに尽力したことに対し、江別警察署から感謝状を贈呈されま
した。

▲住みなれた地域で安心して暮らし
　続けるために 「ふれあいカード」
　でしっかりサポート

▲合図は大きく、「さー大丈夫だ、
　行ってらっしゃい！」

▲江別警察署からの感謝状
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在宅福祉サービス活動
「見守り隊」～声かけよう、お元気ですか、こんにちは！～

在宅福祉サービス活動
「高齢者給食ボランティア事業と世帯訪問」
　～手作り弁当を届けて見守ります～

斜里町中斜里自治会

事 例

11

　斜里町中斜里自治会（144世帯）では、高齢者
が安心・安全に暮らせるよう、「声かけよう、
お元気ですか、こんにちは！」を合言葉にして、
高齢者世帯の見守り活動をしています。
　見守り隊は、高齢者福祉係が中心となり、自
治会内のひとり暮らしの高齢者等29世帯を見
守っています。日ごろから、新聞が溜まってい
ないか、カーテンの開閉やごみ出しがされてい
るか、見知らぬ業者が頻繁に出入りしていない
かなど、周囲からさりげなく見守りをしています。また、訪問した時には、健康状態
の確認のほか、世間話をするなかで、家族との様子や認知症の兆候がないかなど、き
め細やかな見守りをしています。さらに、高齢者の異変を見逃さないように、見守り
隊の活動はチェックシートに記録して役員が情報を共有しています。
　12月の訪問時には、困りごとの相談先として役員の連絡先を書いた手作りの安心・
安全うちわを配付したほか、元日には「あけましておめでとうございます。今年も健

康に過ごしましょう！」と、新年の挨拶も兼
ねて訪問しました。
　高齢者からは「自治会に見守られているこ
とで安心して暮らせるようになった」と喜ば
れ、さらに住民が近隣の高齢者を気にかけ、
今では地域全体で見守るようになったとのこ
とです。

岩見沢市若松地区町会連絡協議会

事 例

12

　岩見沢市若松地区町会連絡協議会（1,243世帯）では、見守り活動を兼ね、ひとり暮ら
しの高齢者に手作りの弁当を持参して訪問する事業を実施しています。
　毎月第３水曜日、町会の有志が早朝より会館に集まり、栄養バランスに配慮した手
作りの温かい弁当をお昼前に完成させ、所
属の５町内の70歳以上のひとり暮らしの方
や障がいのある方およそ50名を訪問し、
「お元気ですか？」と声をかけながらお届
けしています。弁当は、ほぼ材料費のみで
提供され、毎月の訪問を心待ちにしている
方もおり、多くの方から喜ばれています。
また、この活動は知事表彰の北海道社会貢
献賞を受賞しました。
　町会では、この給食活動のほか、地域の在宅介護者の負担を軽減するために、要介
護者を会館にお連れして一日を楽しく過ごしていただく託老サービスを月２回実施し
ており、さらに冬期間は、高齢者や障がい者世帯の除排雪支援も行っています。福祉
活動を担う町会の有志も高齢化しており、次世代の担い手育成が課題となっています
が、これからも町会で高齢者や障がい者を見守っていくとのことです。

▲雪が降るなかの見守り訪問、合言葉は
 「お元気ですか、こんにちは！」

▲相談先を書いた手作りうちわ

▲栄養バランスの良い弁当を手作りで

▲弁当が温かいうちに手渡しします
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在宅福祉サービス活動
「見守り隊」～声かけよう、お元気ですか、こんにちは！～

在宅福祉サービス活動
「高齢者給食ボランティア事業と世帯訪問」
　～手作り弁当を届けて見守ります～

斜里町中斜里自治会

事 例
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かなど、周囲からさりげなく見守りをしています。また、訪問した時には、健康状態
の確認のほか、世間話をするなかで、家族との様子や認知症の兆候がないかなど、き
め細やかな見守りをしています。さらに、高齢者の異変を見逃さないように、見守り
隊の活動はチェックシートに記録して役員が情報を共有しています。
　12月の訪問時には、困りごとの相談先として役員の連絡先を書いた手作りの安心・
安全うちわを配付したほか、元日には「あけましておめでとうございます。今年も健

康に過ごしましょう！」と、新年の挨拶も兼
ねて訪問しました。
　高齢者からは「自治会に見守られているこ
とで安心して暮らせるようになった」と喜ば
れ、さらに住民が近隣の高齢者を気にかけ、
今では地域全体で見守るようになったとのこ
とです。
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活動事例
コロナ禍における

● 新得町連合町内会

● 名寄市町内会連合会

● 蘭越町市街地区連合町内会

● 苫小牧市町内会連合会

● 苫小牧市拓勇東町内会



　現在、新型コロナウイルスとの闘いが長期化している中で、生活の各場面においても、

感染リスクが高い行動を避けながら、「新北海道スタイル」を実施し、感染予防策と日常生

活の両立が求められております。

　町内会・自治会活動は、住み慣れた地域で安心・安全に暮らし続けるための「見守り」

「声かけ」「助け合い」の福祉活動や防災防犯の活動のほか、いつ起こるか分からない災害

に対しても地域で備える必要があり、大変重要な役割を担っています。

　しかし、感染が懸念される人が集まるお祭りや各種イベントについては、中止や延期等

を判断するなど、十分な配慮を行っている状況においても、総会や会議等の実施が必要な

事業は、書面やオンライン上で行うWEB会議を導入するなどの工夫をされています。

　そこで、コロナ禍でも、これまで築いてきた地域住民同士の繋がりを絶やさず、工夫さ

れている町内会・自治会活動をご紹介します。

コロナ禍での町内会・自治会活動コロナ禍での町内会・自治会活動
～「新北海道スタイル」での取組み～

新得町連合町内会の取組事例

名寄市町内会連合会の取組事例

　新得町連合町内会では、各単位町内会の新型コロナ禍における町内会活動の現状に
ついて、アンケート調査を実施しました。アンケートでは、今年度開催できた行事や
中止とした行事を把握したほか、来年度実施可能かどうかの行事や、新型コロナウイ
ルスが収束しないとできない行事などを確認。さらに、コロナ禍でも親睦・交流を継
続するための手法や連絡方法、新たな事業の提案などについて調査しました。具体的
な三密対策による実例や提案は次のとおりまとめられました。

❶会議の議案を事前配布し、時間短縮　
❷会議時の提供飲料は会議中に飲まないで、持ち帰りを徹底
❸子ども会のラジオ体操の終了後の押印を開始前に変更し、
　終了後の飴配布は取りやめ
❹ラジオ体操の連絡はＳＮＳを活用
❺会議時にマスクは必ず準備
❻回覧文書等はできる限り各戸配布へ変更

　このほかにも、単位町内会から要望事項を取りまとめ、町に提案要望されました。

　名寄市町内会連合会では、各単位町内会に「コロナ禍における町内会事例報告書」
の提出を依頼しました。各単位町内会の報告からは、下記事例のほか、コロナ禍にお
いても町内会活動を継続するための工夫が見られました。

❶役員会の開催は役員数を制限し、密にならないよう間隔を空け、換気を実施
し、短時間で開催した。
❷町内に会館がないため、役員会は、密を避けるため児童公園にて車座で距離
をとって実施した。
❸四役会議はできるだけ減らし、文書や電話によって進めた。
❹高齢者世帯やひとり暮らしの高齢者への見守り活動は、過度な訪問を避け、
近所や周囲の協力のもと、近隣にて情報を集約し、対応した。
❺例年実施していた敬老事業「ビールパーティ」は中止し、各戸訪問による記
念品贈呈に変更した。
❻敬老会は中止とし、記念品、栞、赤飯などを対象宅へ配布のほか、安否確認
や健康状態の確認をした。
❼例年お祭りで実施してきた「抽選会」は、全世帯を対象にパソコンから無作
為抽出による抽選会として実施。町内会にある農家から購入したメロンやす
いかなどを景品として当選世帯に役員と事務局員でお届けした。
❽例年実施している世代間交流事業は、高齢者宅を含む家庭に子どもたちがお
菓子をもらうために回るハロウィンとして実施した。

▲密にならないよう配慮しながら、夏休みラジオ体操を実施

▲花壇の整備と手入れもお互いに距離を取りながら
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　蘭越町市街地区連合町内会においては、例年日時を指定し、実施していた各町内会
の清掃活動を、今年度は一定の期間を設け、活動期間と指定したうえで、各戸個別対
応での実施となりました。また、例年実施しているラジオ体操につきましては、屋外
の広域な場所で実施し、終了後の参加確認の押印は中止とし、お渡ししていた参加景
品も、順番に受け取りに来ていただき、ソーシャルディスタンスに努め実施しまし
た。新型コロナウイルス感染症対策のため、今年度の町内会活動も自粛されることが
多い中、密にならないような工夫をし、実施しております。

蘭越町市街地区連合町内会の取組事例 苫小牧市拓勇東町内会の取組事例

苫小牧市町内会連合会の取組事例

　苫小牧市町内会連合会では、令和２年７月に市内82の全町内会に対し、「コロナ禍
における町内会（自治会）運営に関する緊急アンケート調査」を実施しています。同会
では、その調査結果や道内外の連合会における取組などを参考に“新北海道スタイル”
に基づく「町内会（自治会）活動に関するガイドライン」を作成しています。また、コ
ロナ禍における町内会活動の事例やアイディアを募集し、新しい活動スタイルの構築
に向け活用されています。苫小牧市町内会連合会のホームページ上では、緊急アン
ケートの結果報告と、「コロナ禍における町内会（自治会）活動に関するガイドライ
ン」を掲載しています。

　苫小牧市拓勇東町内会（3,223世帯）では、今年度事業の実施にあたり、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため、国や道等の方針を参考に慎重に対応
をする一方で、今まで体験したことのない大変な事態に、「何もできない町内
会でなく、失敗しても何かやろう！」と、コロナ禍でも、「新しい生活様式」
を取り入れながら、防災防犯事業はもちろん、人と人との絆を育む事業を、
役員一同、知恵を出しあって取組んでいます。地域に住む皆さんに喜んでも
らうため、苦労されながらも、役員みんなでたくさんのアイディアを出し合
いないがら、様々な取組みをされており、コロナ禍だからこそできる先進的
な事例がたくさんあります。ぜひ、みなさんの地域の実情にあわせて、参考
にしてみてください。

　町内会の76歳以上全員に、脳トレ問題と解答

はがきを郵送し、脳トレ大会を開催しました。

全問正解者には、抽選で１名に便利でおいしい

「防災フリーズドライ食詰め合わせ」を、３問

以上正解した方には、抽選で３名にティッシュ

10箱を役員が対象者宅へお届けしました。コロ

ナ禍でも災害はやってきます。防災グッズを賞

品にすることで、防災啓発にもつながりました。

「小中高生　読書チャレンジ」
　～長期自粛は読書のチャンス、良い本に巡り合おう～

活動事例

2

「脳トレ大会（はがき返信）」
　～76歳以上はみんな参加、コロナに負けず脳を元気に～

活動事例

１

　自粛期間が長いこの時期をチャンスととらえ、幼少期からたくさんの

良い本に出会ってほしいとの願いを込めて、毎月、小中高生を対象に、

「読書チャレンジ」を実施しています。

▲コロナ禍でもやってくる
　かもしれない災害の準備
　はしっかりと

苫小牧市町内会連合会ホームページより　http://tomakomai-tyouren.jp/ 
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　参加対象：どなたでも（１家庭１枚まで）

　条　　件：手作りの布マスク

　審　　査：会報とフェイスブックで応募作品を投票
　　　　　　（１家庭１回まで）

※エントリーした全員に商品券500円（入賞者含まず）
　優勝は商品券3,000円、ユニーク賞、アイディア賞、
　特別賞には商品券各1,000円を贈呈

　応募方法：手作りマスクを清潔なビニール袋に入れ、応募用紙と
　　　　　　あわせて紙封筒をお近くの町内会役員宅へ投函

▲子どもたちに大人気
　の鬼滅の刃が優勝！！

▲みんな大好き
　「とまチョップ」

▲たくさんの作品の
　応募がありました

　例年、町内会のお祭りにあわせて開催していた

「ろーそくもらい」は、当初開催をしない予定でした

が、町内会でも様々な行事がなくなり、寂しい思いを

している子どもたちに少しでも楽しんでもらえるよう

に少し形を変えて実施をすることにしました。町内

会の役員が協力し合って、七夕の笹を町内４か所に

用意しました。子どもたちはそこに短冊と七夕かざ

りを持参し、お菓子をもらうといういつもとは違う

「ろーそくもらい」を体験しました。

「ウォークスルー　七夕ろーそくもらい」
　～お願い事はコロナが早くなくなりますように～

活動事例

４

　今年度は総会や役員会をはじめ、お祭り等の人が密

に集まる行事は開催することができない状態が続き、

コロナもいつ収束するのか目途が全く立たない状況で

す。そこで、少しでも町内会活動が停滞しないように、

zoom*を活用したオンラインビンゴやクイズ大会等の行

事を取り入れるために、zoomリハーサル会を開催しま

した。パソコンやネットワークに詳しい有志の若い役

員が講師となって役員へ研修しながら進めています。役員たちが慣れた

頃には、パソコンのことは全く分からないという会員向けに「初めての

zoomセミナー」の開催も予定してます。

* zoom…パソコンやスマートフォンを使って、セミナーや会議を　　　　オンライン上で開催するために開発されたアプリ

「zoomリハーサル会」
 ～「オンライン」の仕組みを覚えて
　　　　　 実施するチャンス、まずはリハーサルから～

活動事例

５

「手作りマスクコンテスト」
　～今だからこそできる！！
　　　　不便なマスク生活を楽しく～

活動事例

3

　マスクの着用が社会的なマナーとなった今、使

い捨てマスクも手に入るようになりましたが、長

い外出自粛期間中にはマスクを手作りされた方も

いました。そこで、「手作りマスクコンテスト」を

開催しました。マスクの募集は会報とフェイス

ブックでお知らせし、応募作品は役員宅のポスト

へ投函。応募作品の投票も、会報とフェイスブッ

クで行い、後日、受賞作品は会報上で表彰され、

商品券が贈呈されました。また、応募されたマス

クは、町内会で消毒をしたうえで、地元小中学校

へ寄贈しました。私たちの日常生活にマスクが必

要になったからこそ、そのマスクに着目し、自粛

期間に外出せずに家族で楽しめるイベントとなり

ました。

36



　参加対象：どなたでも（１家庭１枚まで）

　条　　件：手作りの布マスク
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　毎年、大勢の子どもたちが楽しみにしていた「夏のこどもえんにち」は

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、残念ながら中止になりました。

そこで、高校生役員と役員有志がオンライン会議で知恵を出しあい、

「こどもえんにち」に代わるイベントとして、小中学生を対象に「大クイ

ズ大会」を開催しました。クイズの問題も高校生役員と役員有志が考え、

戻ってきた解答欄に「きかくかんがえてくれてありがとうございます。

たのしかったです。」との一言が一緒に添えられたものもあり、「アン

サーはがき」があたたかい交流の場となりました。賞品には、子どもた

ちに今、大人気の鬼滅の刃のグッズを取り揃えました。今回の大クイズ

大会が大変好評だったため、今後も会報の空スペースにクイズの掲載を

考えています。また、クイズの郵送時に、「敬老メッセージ」も同封し依

頼したところ、こちらもたくさんの協力をいただけました。

●大クイズ大会参加の流れ
１　「エントリーシート」に必要事項を記入のうえ、LINE、メール、郵便等で送る
２　「クイズ」と「アンサーはがき」が自宅に届く
３　期日までにクイズを解いて、「アンサーはがき」をポストに投函
４　正解者の中から、希望商品ごとに抽選
５　抽選にはずれても「おたのしみ賞」あり
６　当選者には商品の発送をもってお知らせ
７　後日会報にて、クイズの答えと当選者発表！！
※エントリー注意事項：対象は小学１～３年生、１世帯１回のみエントリー

「大クイズ大会」
～毎年夏のお楽しみ「こどもえんにち」に
　　　　　　　　　　  代わって豪華賞品をゲット！！～

活動事例

６

　例年、実施していた夏のラジオ体操は、新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から集まることができないため、各自自宅でのラジオ体操

を会報で呼びかけました。小学生全員を対象に参加賞を配布しました。

「ラジオ体操＠ホーム」
～コロナに負けず心も身体も健康に！！
    夏休みは家族みんなでラジオ体操～

活動事例

７

　今年は、密な状態で対面しながら会食する夏の「びあぱ」の中止を決

定しましたが、会員のみなさんに少しでも楽しんでいただけるように、

地元や道内のおいしいものが当たる大抽選会を企画しました。会報に掲

載されている町内会行事に参加するとキーワード（３文字）のうち一つを

お知らせします。キーワードを記載しなくても、大抽選会には応募可能

ですが、キーワードを揃えて応募すると当選確率がアップする仕組みを

取り、町内会行事への参加者を増やす狙いも込められました。応募は１

世帯１回限りで、はがきの投函での応募だけでなく、スマートフォンや

パソコンからLINEやメールで簡単に応募することもできました。抽選会

は、フェイスブックライブで行い、当選者への賞品お届け日は、事前に

はがきや電話で調整しました。

「サマー大抽選会」
～地元＆道内の企業を応援！！チャンスは会員全員に～

活動事例

８

町内会活動に参加して当選確率アップ！！　地元＆道内のおいしいものを食べて元気に過ごそう

サッポロ　クラシック
350ml×24

安平産　お米
10kg

ないとう牧場　あんがす牛
すきやき用４人前

六花亭
十勝日誌

あつまジンギスカン
ギフトセット

柳月　北海道の酪農
スイーツセット

お花アレンジ
画像はイメージです

ルタオ
ドゥーブルギフト

特別純米酒
ー風が吹くー

氷見　ほっき節プレミアム
しょうゆだしセット

エントリーシート、
当たりますように

豪華賞品の数々。子どもたちが喜びそうな
ものを思い浮かべて用意しました

メッセージありがとう！大変だった
けど、苦労が喜びに変わったよ

申込方法は密にならないように、
「新北海道スタイル」で
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参考資料
今までの発行した
安心・安全パンフレット

● あなたのまちにもふれあいサロン

● はじめませんか？見守り活動

● 応急手当・健康ハンドブック

● 正しく取扱いましょう！
　町内会の個人情報
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実際の頒布している応急手当・健康ハンドブックのサイズはA５判（１部 50円、送料別）です。
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